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観点別学習状況 評価規準分析表　　　[image: image2.bmp]
	単元名
	目　標
	観　点　別　評　価　規　準

	
	
	社会的事象への関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての知識・理解

	１．縄文のむらから古墳のくにへ
	○狩猟・採集や農耕の生活，古墳について調べ，大和朝廷による国土統一の様子が分かる。
	・狩猟・採集の生活の後，米づくりの暮らしが始まったことや，大和朝廷を中心に国土が統一されたことなどに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・遺跡や遺物などを調べることや，卑弥呼の働きについて関心を深めている。
・神話・伝承を調べ，国の形成に関する考え方などに関心をもっている。
	・米づくりの道具や暮らしに使った道具は，木で作られていることを知り，農耕生活の知恵や工夫について考え，適切に表現している。
・祭りや稲作を行うことから，指導者（かしら）が生まれてきたわけについて考え，適切に表現している。
・定住生活が，むらをつくり，やがて小さな「くに」となっていく変化の原因について考え，適切に表現している。
・古墳の大きさやたくさんのはにわなどから，大和朝廷の勢力について考え，適切に表現している。
・国土の統一の様子について，社会の変化や大陸文化の影響などから考え，適切に表現している。
	・三内丸山遺跡や板付遺跡などの出土品や想像図をくわしく観察して，その生活様式などについて調べ，まとめている。
・収穫物をしまった倉庫などを見て，人々が定住したことが分かり，やがて小さな「くに」というまとまりができていく過程について読み取っている。
・古墳についての写真や想像図などから，その大きさ，形，つくりあげる労力などについて読み取っている。
・遺跡や古墳の様子，古墳の分布などから，当時の様子について読み取っている。
	・狩猟・採集の生活の後，農耕が始まり，人々は稲作を中心としたむらをつくり，様々な道具を用いて生活していたことが分かっている。
・「むら」がいくつか集まって「くに」が生まれたが，卑弥呼を女王とする邪馬台国もその一つであることが分かっている。
・古墳は，豪族が勢力の大きさを示すためにつくったものであることや，それを築くためには，進んだ技術と大変な努力を必要としたことが分かっている。

	２．天皇中心の国づくり
	○大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子，貴族の生活について調べ，天皇を中心にした政治が確立されたことや，日本風の文化がおこったことが分かる。
	・大陸文化の摂取や大化の改新，大仏造営などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・聖徳太子や小野妹子，中大兄皇子，中臣鎌足，聖武天皇，行基，鑑真などの人物の働きについて関心を深めている。
・藤原道長や紫式部，清少納言などの人物の働きについて関心を深めている。
・貴族を中心とした華やかな生活の様子や寝殿造などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
	・天皇中心の政治が確立されたことや日本風の文化がおこったことについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・豪族の激しい争いの中で，天皇中心の政治を進めようとした聖徳太子の業績について考え，適切に表現している。
・冠位十二階や十七条の憲法から，聖徳太子が天皇中心の政治を理想としていたことについて考え，適切に表現している。
・大化の改新後の政治の進め方と聖徳太子の考えた理想とのつながりについて考え，適切に表現している。
・大仏づくりを思い立った聖武天皇の願いについて考え，適切に表現している。
・大仏づくりの様子から，聖武天皇のもっていた力の大きさについて考え，適切に表現している。
・道長の「この世をば…」の歌から，藤原氏の勢力の様子について想像して考え，適切に表現している。
・道長が勢力をもっていたころは，藤原氏をはじめとした貴族の力が強かった世の中であったことについて考え，適切に表現している。
・日本風の文化が生まれたわけについて考え，適切に表現している。
	・法隆寺や聖徳太子にまつわる逸話などから，聖徳太子の人柄について読み取っている。
・十七条の憲法から，聖徳太子の政治の方針について読み取っている。
・中大兄皇子の政治の方針から，天皇を中心とした政治を行おうとしていたことについて読み取っている。
・大仏のつくり方や使った材料から，聖武天皇が大仏建立に力を入れ，強い勢力をもっていたことについて読み取っている。
・寝殿造の屋敷・舟遊びなどの想像図や,源氏物語・大和絵などの資料から，平安時代の貴族の暮らしや文化の特色について読み取っている。
・天皇中心の政治が確立されたことや日本風の文化がおこったことなどについて調べ，作品などにまとめている。
	・聖徳太子は，天皇を中心とした新しい国づくりにつとめ，冠位十二階や十七条の憲法を定めたり，法隆寺を建てたり，小野妹子を遣隋使として中国に送ったりしたことが分かっている。
・聖徳太子の没後，中大兄皇子や中臣鎌足らは，蘇我氏を滅ぼし，中国にならって政治のしくみを改めたことが分かっている。
・聖武天皇が仏教の力によって当時の不安な社会を立て直そうとしたこと，全国に国分寺を建てたこと，東大寺の大仏を完成させたことなどが分かっている。
・行基や鑑真の業績が分かっている。
・平安時代の貴族たちは華やかな生活を送っていたことが分かっている。
・紫式部や清少納言などの活躍で，日本風の文化が栄え，文字や絵，歌などが残されたことが分かっている。

	３．武士の世の中へ
	○源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて調べ，武士による政治が始まったことが分かる。
	・源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・平清盛や源頼朝，源義経，北条時宗などの人物の働きについて関心を深めている。
	・武士による政治が始まったことについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・源頼朝が鎌倉に拠点を置いた理由について考え，適切に表現している。
・承久の乱の時の武士のとった行動や「鉢の木」物語に見られる主従関係から，将軍と武士の結び付きの強さについて考え，適切に表現している。
・武士の日常生活の様子から，武士と領地の関係について考え，適切に表現している。
・元との戦いの後，武士たちから幕府に対する不満が出てきたことから，それが幕府崩壊の原因の一つになったことについて考え，適切に表現している。
	・源平合戦の様子を示す地図や年表などから，源平の戦いでの源義経の働きや幕府の成立の様子について調べている。
・武士の館の想像図から，武士の暮らしぶりについて読み取っている。
・「鉢の木」物語から，将軍と武士のつながりについて読み取っている。
・地図や写真などから，元との戦いの様子や北条時宗の働きについて読み取っている。
	・源頼朝が，平清盛を中心とした平氏との戦いに勝ち，鎌倉に幕府を開いたことや，そのころの政治のしくみが分かっている。
・平清盛，源頼朝，源義経の業績が分かっている。
・武士は農村に館を構えて住み，戦いに備えて武芸の訓練を怠らなかったことが分かっている。
・将軍と武士は，土地を仲立ちに主従関係にあったこと（ご恩と奉公）が分かっている。
・13世紀後半に，二度にわたって元が攻めてきたが，北条時宗を中心に武士たちが必死で防戦したことや，元との戦いをきっかけに，鎌倉幕府の力が弱まったことが分かっている。

	４．今に伝わる室町文化
	○京都の室町に幕府が置かれたころの代表的な建造物や絵画について調べ，室町文化が生まれたことが分かる。
	・京都の室町に都が置かれたころにおこった新しい文化に関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・足利義満や足利義政，雪舟などの人物の働きについて関心を深めている。

・室町文化が現在の生活に生きていることに関心をもち，自分たちの生活の歴史的背景を考えようとしている。
	・室町文化が生まれたことについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・水墨画，生け花，茶の湯などは，書院造と結び付いていることについて考え，適切に表現している。
・室町時代の文化は，今日の生活の中にも引き継がれていることについて考え，適切に表現している。
	・年表を見て，足利義満や義政の生きた時代の世の中の様子について読み取っている。
・書院造の部屋の写真を見て，床の間，たたみ，ふすま，障子など今日の建築のもとになっているものがあることについて調べている。
・水墨画や逸話などから，雪舟について調べている。

・室町時代に盛んになった文化の様子や特色について，資料から読み取っている。
	・室町時代には，書院造，水墨画，能，茶の湯など，新しい文化が生まれたことが分かっている。
・金閣を建てた足利義満は室町時代の充実期の将軍で，能を保護したことが分かっている。
・銀閣を建てた将軍足利義政のころは，幕府の力が弱まっていたことが分かっている。

	５．戦国の世から江戸の世へ
	○キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一，江戸幕府の始まり，参勤交代，鎖国について調べ，戦国の世が統一され身分制度が確立し，武士による政治が安定したことが分かる。
	・キリスト教の伝来，織田信長・豊臣秀吉の天下統一などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。

・大名の支配や厳しい身分制度，鎖国政策などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・織田信長や豊臣秀吉，徳川家康，徳川家光，ザビエルなどの人物の働きについて関心を深めている。
	・戦国の世が統一され武士による政治が安定したことについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・キリスト教と鉄砲の伝来が影響を与えた信長の戦い方や政策について考え，適切に表現している。
・秀吉が，検地や刀狩を行った意図や，それによって，世の中の様子が変わっていったことについて考え，適切に表現している。
・外様大名と譜代大名とを区別した意図と，江戸幕府が長く続いた事実を結び付けて，そのわけについて考え，適切に表現している。
・参勤交代や工事の割り当てによって，大名に多くの費用を使わせた幕府のねらいについて考え，適切に表現している。
・キリスト教の禁止と鎖国令を結び付けて，人々の願いや幕府のねらいについて考え，適切に表現している。
	・長篠の戦いの絵図などから，信長の勢力拡大の様子について読み取っている。
・大阪城の写真や説明文，検地や刀狩の図などから，秀吉の行った全国統一のための政策についてまとめている。
・信長や秀吉の天下統一の様子について年表や図表などにまとめている。

・年表や地図などから，家康が幕府を開くまでの働きについて読み取っている。
・各種の資料から，家光のころまでに政治のしくみを確立させるために打ち出した政策について読み取っている。
・大名の配置や武家諸法度の資料などから，江戸幕府の大名支配政策の様子や目的について読み取っている。
・島原・天草一揆の資料などから，キリスト教に対する幕府の弾圧の厳しさについて読み取っている。
	・信長が行ったことの意味が分かっている。
・ザビエルなどの宣教師の活動によって，キリスト教が広まっていったことが分かっている。
・秀吉が，信長のあとを継いで，天下統一に成功したことが分かっている。
・秀吉が，検地や刀狩を全国的な規模でおし進め，統一のための具体的な歩みをしたことが分かっている。
・関ヶ原の戦いで，豊臣方を破った家康は，全国の大名を従えて，征夷大将軍に任じられ，江戸に幕府を開いたことが分かっている。

・３代将軍家光のころに，大名の配置や武家諸法度などが完成したことが分かっている。
・武家諸法度，慶安の御触書，キリスト教の禁止，鎖国令などから, 幕府が封建的な支配体制を固めていった様子が分かっている。
・身分制度の下での百姓や町人の様子が分かっている。

	６．江戸の文化と新しい学問
	○歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学などについて調べ，町人の文化が栄えたことや新しい学問がおこったことが分かる。
	・歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学など，江戸時代の人々の暮らしの様子や新しい学問に関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・近松門左衛門や歌川（安藤）広重，本居宣長，杉田玄白，伊能忠敬などの業績について関心を深めている。
	・町人文化や新しい学問について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。
・浮世絵とこれまでの絵画を比べて，題材，つくられた量，求めた人などに注目して，この時代の文化の特色について考え，適切に表現している。
・国学や蘭学などの江戸時代の学問の研究が社会に与えた影響について考え，適切に表現している。
	・歌舞伎や浮世絵などの江戸時代の文化について調べ，当時の社会の様子について読み取っている。
・「解体新書」の完成までの苦労などの様子から，新しい学問に取り組む人々の努力や苦心について読み取っている。
・本居宣長の書いた文などから，新しい学問の発達が，武士中心の社会への批判を生み出したことについて読み取っている。
・江戸時代の文化と学問の特色について，資料を読み取り，まとめている。
	・江戸時代の中ごろ，江戸や大阪では，近松門左衛門らの脚本による歌舞伎が盛んに上演されたことや，歌川(安藤)広重などによって浮世絵が出版され，人々に親しまれたことが分かっている。
・江戸時代の国学や蘭学などの新しい学問の内容や，それらの普及と発展にかかわった人物が分かっている。

	７．明治の国づくりを進めた人々
	○黒船の来航，明治維新，文明開化，大日本帝国憲法の発布などについて調べ，廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い，西洋の文化を取り入れつつ近代化を進めたことが分かる。
	・黒船の来航，明治維新，文明開化，大日本帝国憲法の発布などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・ペリー，勝海舟，西郷隆盛，大久保利通，木戸孝允，明治天皇，福沢諭吉，板垣退助，大隈重信，伊藤博文などの人物の働きについて関心を深めている。
	・明治政府の諸改革と近代化について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・五箇条の御誓文から，新政府の政治の方針について考え，適切に表現している。
・廃藩置県，地租改正，徴兵令，官営工場の設立など，新政府の改革の目的と，その成果について考え，適切に表現している。
・士農工商の身分制度と，「四民平等」になってからの身分差別を比べて考え，適切に表現している。
・福沢諭吉が「学問のすゝめ」などの書物で広めた，自由と平等の考え方が世の中に与えた影響について考え，適切に表現している。
・新政府が，西洋の文化を取り入れながら，近代化を進めたことについて考え，適切に表現している。
・自由民権運動が起こってきたわけについて，福沢諭吉や板垣退助の政治に対する主張から考え，適切に表現している。
・大日本帝国憲法の特色について考え，適切に表現している。
	・ペリー上陸の絵などを見て，開国にふみきった幕府の事情について読み取っている。
・五箇条の御誓文や，廃藩置県などについて書かれた文から，新政府の方針と江戸時代の幕府の政治との違いについて読み取っている。
・明治時代初期の様子を表す資料から，文明開化による社会の変化の様子について読み取っている。
・福沢諭吉の考え方や業績から，西洋の文化を積極的に取り入れようとしていたことについて読み取っている。
・国会開設や大日本帝国憲法発布の様子から，伊藤博文の果たした役割について読み取っている。
	・黒船の来航を契機にして我が国が開国し，武士による政治が終わったことが分かっている。
・明治維新は西郷隆盛，大久保利通，木戸孝允などを中心に行われ，西洋を手本にした政治の改革が急速に進んだことが分かっている。
・明治新政府は，近代化を進めるために，廃藩置県や学制，徴兵令などの様々な改革を行ったことが分かっている。
・板垣退助を中心とする自由民権運動の目的や広がりの様子が分かっている。
・伊藤博文の働きにより，アジアで最初の憲法（大日本帝国憲法）が発布されたことが分かっている。

	８．世界に歩みだした日本
	○日清・日露戦争，条約改正，科学の発展などについて調べ，我が国の国力が充実し，国際的地位が向上したことが分かる。
	・日清・日露戦争，条約改正などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。

・陸奥宗光，東郷平八郎，小村寿太郎，野口英世などの人物の働きについて関心を深めている。
	・国際的地位の向上について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・不平等条約の改正とノルマントン号事件や日清・日露戦争の勝利，陸奥宗光，小村寿太郎などの働きとの関連について考え，適切に表現している。
・日本は国力が次第に充実し，国際的地位が向上してきたことについて考え，適切に表現している。
	・条約改正への歩みを調べ，活躍した人物の働きを中心に年表などにまとめている。
・国際社会で活躍した科学者の働きについて調べ，まとめている。
	・不平等条約の内容や条約改正につくした人物が分かっている。
・不平等条約改正までの日本の取り組みや人々の努力が分かっている。
・日清・日露戦争の様子や，朝鮮との関係が分かっている。
・野口英世など，科学の面で世界的に注目された学者が活躍したことが分かっている。

	９．長く続いた戦争と人々のくらし
	○満州事変から日中戦争，第二次世界大戦，終戦までの戦争の経過，人々の生活の様子などについて調べ，戦争の実態と平和の意義が分かる。
	・満州事変，第二次世界大戦の背景やその様子，戦争の影響下の人々の生活などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
	・戦争と国民生活の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・戦争が拡大するにつれて，産業や国民生活，政治などが変わっていったことについて考え，適切に表現している。
・戦争の被害の様子を示した写真や年表などから，戦争がいかに不幸な結果をもたらすかについて考え，適切に表現している。
	・第二次世界大戦中の「日本全土にわたる空襲」「食料・衣料の配給制と暮らしの様子」「原子爆弾による被害の状況」などについて調べた資料から，国民生活の様子や戦争の様子を読み取っている。
	・昭和に入ると，軍人による政治支配が強まり，15年にわたる戦争への道を歩み，生活物資の欠乏によって，苦しい生活を送るようになったことや，空襲や原子爆弾の投下によって，多くの人命が失われたことが分かっている。
・満州事変から第二次世界大戦に至る戦争の背景や経過が分かっている。
・戦争による日本国民やアジア・太平洋諸国・地域への被害が分かっている。
・戦争中の国民の暮らしの様子が分かっている。

	10．新しい日本、平和な日本へ
	○日本国憲法の制定，オリンピックの開催などについて調べ，戦後我が国が民主的な国家として出発し，経済復興をとげると共に国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことが分かる。
	・日本国憲法の制定，オリンピックの開催などに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・国家や国民生活を支えてきた先人の働きや平和な国民生活の実現に関心をもち，歴史や伝統の大切さを考えようとしている。
	・戦後の復興について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。

・戦後の改革は，日本国憲法の民主主義の考え方が根本にあることについて考え，適切に表現している。
・戦後の日本の復興期において，オリンピックの開催が国際社会において果たした役割について考え，適切に表現している。
・これからの日本のあり方について考え，適切に表現している。
	・写真や文章資料から，戦後に行われた「日本国憲法の制定」などの諸改革について調べている。
・資料を活用したり，聞き取り調査をしたりして，東京オリンピックや当時の世の中の様子について調べ，まとめている。
	・敗戦後，日本は民主主義と平和国家をめざして，急激な復興を見せ，今日に至っていることが分かっている。
・東京オリンピックが開催されたころの世の中の様子や，国際社会において果たした役割が分かっている。

	１．わたしたちの願いを実現する政治
	○社会保障（地域の開発，災害復旧の取り組み）に関心をもち，それらを意欲的に調べ，そこには地方公共団体や国の政治の働きが反映していることについて考え，理解することができる。
	・子育て支援センターができるまでの様子（地域の開発の様子，災害復旧などの取り組みの様子）に関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・国民の願いを実現させるための政治の働きについて，関心をもっている。
・選挙の様子や国会の働きについて関心をもち，意欲的に調べようとしている。
・国会・内閣・裁判所の働きと国民生活とは，深い関係があることに関心をもっている。
	・地方公共団体や国の政治の働きと国民生活との関連について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。
・子育て支援センターができるまで（地域の開発の様子，災害復旧の取り組み）を調べて，人々の願いと政治の働きの関係について考え，適切に表現している。
・子育て支援センターの建設（地域の開発，災害復旧の取り組み）には，多くの費用や長い期間がかかることから，地方公共団体や国の努力について考え，適切に表現している。
・国民の代表者である議員を選ぶことの大切さに気づき，このことについて国民主権と関連付けて考え，適切に表現している。
・税金が国民の生活の向上に使われていることについて考え，適切に表現している。
	・資料から人々が様々な願いをもって生活していることについて読み取っている。
・地域にある子育て支援センターの建設(地域の開発，災害復旧の取り組み)など，人々の願いを実現することについて，関係諸機関の働きを示す資料から読み取ったり，聞き取り調査などで調べたりしている。
・選挙の風景や政見放送などから，選挙の大切さや，議員が国民の代表者であることについて調べている。
	・人々の願いを実現させるためには，政治の働きが必要なことを理解している。
・国や地方公共団体では，計画的に仕事を進めていることを理解している。
・国の政治は，国民の代表者によって行われていることや，国民はその代表者を選挙で選ぶことによって国の政治に参加していることを理解している。
・国会には，衆参議院があり，法律や予算を決めるために話し合いを行うところであることを理解している。

・国会・内閣・裁判所はそれぞれ仕事を分担して国の政治を行っていることを理解している。

	２．わたしたちのくらしと日本国憲法
	○日本国憲法には国家の理想，天皇の地位，国民としての権利や義務などの重要な事柄が定められていることに関心をもち，それらを意欲的に調べ，それらは国家や国民生活の基本であることを考え，理解することができる。
	・日本国憲法の制定やその根本の考え方に関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・日本国憲法が国の大もとのきまりであることから，憲法と国民生活のつながりについて関心をもっている。
	・日本国憲法の基本的な考え方について，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。
・戦争の悲惨さをもとに，日本国憲法にある平和主義について考え，適切に表現している。
・日本国憲法によって，基本的人権が守られていることが，いかに大切であるかについて具体的に考え，適切に表現している。
・我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることについて考え，適切に表現している。
	・日本国憲法についての資料から，国家の理想や「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」の三つの基本原則について読み取っている。
・国民の権利や義務について書かれた資料から，権利と義務の内容について具体的に読み取っている。
	・日本国憲法は，国家や国民生活の基本を定めていることを理解している。
・日本国憲法の前文には，国の政治の根本原理が示されていることを理解している。
・日本国憲法には，「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」の三つの基本原則が定められていることを理解している。
・国民の基本的人権が完全に守られるためには，まだまだ多くの問題があることを理解している。

	１．日本とつながりの深い国々
	○我が国と経済や文化などの面でつながりが深い国に関心をもち，それらの国の人々の暮らしを意欲的に調べ，それらの国の人々の生活の様子などを理解するとともに，外国の人々と共に生きていくためには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることを考え，理解することができる。
	・経済や文化などの面でつながりの深い国の人々の生活の様子について関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・外国の人々の異なる文化や習慣に関心をもっている。
	・日本とつながりの深い国を一つ選択し，その国の人々の生活について，学習問題や予想，調べる計画を考え，適切に表現している。

・我が国と外国の文化や習慣を，「食べ物や食べ方」「住まいの工夫」「着るもの」「学校生活の様子」「子どもたちの遊びや楽しみ」などの点から比べて考え，適切に表現している。
・世界の中の日本人として，外国の人々についての理解を深め，協調をはかっていくことが大切であることについて考え，適切に表現している。
	・地球儀や世界地図を使って，自分や友だちが調べる国の名称や位置，日本からの方角について読み取っている。
・人々の暮らしぶりについて，その国から帰国してきた子どもや親から話を聞いたり，本や写真，外国の様子を報道するテレビなどを利用したりして調べ，まとめている。
	・日本は，アメリカ合衆国や中華人民共和国，韓国,サウジアラビアなどと経済や文化の面で深いつながりがあることを理解している。
・アメリカ合衆国や中華人民共和国，韓国，サウジアラビアなど，我が国とつながりの深い国の人々の暮らしについて，「食住などの暮らしの様子」「文化や習慣」「子どもたちの学校での学習の様子」などを具体的に理解している。
・それぞれの国の人々が，それぞれの文化や習慣を大切にして生活していることや，それらをお互いに尊重し合うことの大切さを理解している。

	２．世界の未来と日本の役割
	○我が国の国際交流や国際協力，平和な国際社会の実現に努力している国際連合の働きに関心をもち，それらを意欲的に調べ，世界の平和の大切さと我が国が世界において重要な役割を果たしていることを考え，理解することができる。
	・我が国がスポーツや文化などを通して国際交流をしている様子や，教育や医学などの面で貢献している国際協力，世界の平和と人々の幸福な生活を実現するためのしくみとしての国際連合の働きに関心をもち，それらを意欲的に調べようとしている。
・我が国が国際社会の中で果たしている役割について関心をもち，その大切さを考えようとしている。
	・我が国の国際交流や国際協力，平和な国際社会の実現に努力している国際連合の働きについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。
・様々な国際交流が世界の人々を結び付ける働きをしていることについて考え，適切に表現している。
・我が国が，発展途上国への教育，医学，農業などの面での国際協力をしている意味について考え，適切に表現している。
・地球の環境や資源を守る努力について, 国際連合の役割と結び付けて考え，適切に表現している。
・世界の平和を築くために，日本が世界において果たしている役割について考え，適切に表現している。
	・テレビ，新聞，雑誌などの資料から，国際交流や国際協力について調べている。
・ユニセフやユネスコに関する資料から，発展途上国に対する援助について読み取っている。
・平和を願う我が国が，国際連合の中で果たしている役割について調べ，まとめている。
	・我が国が行っている国際協力の様子や意味について，具体的に理解している。
・国際連合は，世界の平和と安全を守るためのしくみであることを理解している。
・日本も国際連合に加わり，世界の平和を守るための国際交流や国際協力に努めていることを理解している。

・スポーツや文化などの面で国際交流がなされていることを理解している。


【第６学年】

１．目　標（「小学校学習指導要領」( 平成20年7月発行 )より抜粋 ）
（１）国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切に
し，国を愛する心情を育てるようにする。
（２）日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解できるようにし，平和を願
う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが大切であることを自覚できるようにする。
（３）社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，年表などの各種の基礎的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味をより広い視野から考える力，
調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
２．評価の観点の趣旨
（「評価規準の作成のための参考資料」（ 平成22年11月 ）／国立教育政策研究所 教育課程研究センター より抜粋）
	社会的事象への

関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての

知識・理解

	我が国の歴史と政治及び国際社会における我が国の役割に関心をもち，それを意欲的に調べ，我が国の歴史や伝統を大切にし国を愛する心情をもつとともに，平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが大切であることの自覚をもとうとする。
	我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象から学習問題を見いだして追究し，社会的事象の意味についてより広い視野から思考・判断したことを適切に表現している。
	我が国の歴史と政治及び国際理解に関する社会的事象を的確に調査したり，地図や地球儀，年表などの各種の基礎的資料を活用したりして，必要な情報を集めて読み取ったりまとめたりしている。
	国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産，日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解している。
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